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処
理
水
の
ト
リ
チ
ウ
ム
除
去
の
新
手
法

海
洋
放
出
へ
の
理
解
を
広
め
る
一
助
に

安藤 靜敏
東京理科大学 工学部
教授

―
―
処
理
水
か
ら
ト
リ
チ
ウ
ム
を
除
去
す
る
仕
組
み
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

安
藤
　
先
ず
ト
リ
チ
ウ
ム
水
の
中
に
ナ
ノ
カ
ー
ボ
ン
と
珪
素

の
粉
末
の
２
つ
か
ら
な
る
添
加
物
を
入
れ
、
均
等
に
混
ざ
る

様
に
50
度
位
で
攪
拌
し
て
、
添
加
物
に
ト
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

を
吸
着
さ
せ
ま
す
。
す
る
と
、
ト
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
を
含
む

非
常
に
小
さ
な
粒
子
が
出
来
る
の
で
、
そ
れ
を
別
の
電
解
槽

に
移
し
て
、
今
度
は
電
気
分
解
を
し
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
ト

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
を
含
む
粒
子
は
電
極
に
引
き
付
け
ら
れ
、

安
定
し
た
ト
リ
チ
ウ
ム
分
子
に
な
る
の
で
分
離
・
回
収
が
出

来
る
、
と
い
う
仕
組
み
で
す
。
電
気
分
解
で
ト
リ
チ
ウ
ム
を

処
理
す
る
方
法
は
、
こ
れ
迄
も
考
え
ら
れ
て
来
た
の
で
す

が
、
そ
の
前
段
階
で
カ
ー
ボ
ン
と
珪
素
の
粉
末
を
加
え
た
の

が
、私
達
の
工
夫
で
す
。共
同
研
究
を
し
た
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
、

こ
れ
を
汚
染
水
か
ら
ト
リ
チ
ウ
ム
を
除
去
す
る
方
法
と
し

て
、
日
本
や
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ

で
特
許
を
取
得
し
て
い
ま
す
。

―
―
先
生
の
専
門
は
本
来
、
原
子
力
で
は
な
い
の
で
す
ね
。

安
藤
　
東
京
理
科
大
学
の
工
学
部
電
気
工
学
科
に
所
属
し
て

お
り
、
材
料
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
系
の
分
野
が
専
門
で
す
。

主
に
半
導
体
材
料
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
を
す
る
材
料
を
扱

い
、
半
導
体
材
料
の
薄
膜
化
や
デ
バ
イ
ス
へ
の
応
用
、
太
陽

電
池
の
材
料
の
開
発
と
い
っ
た
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

―
―
そ
う
し
た
研
究
の
中
で
、
今
回
の
ト
リ
チ
ウ
ム
除
去
の

方
法
は
、
ど
の
様
に
思
い
付
い
た
の
で
す
か
。

安
藤
　
最
初
は
株
式
会
社
ガ
ブ
リ
エ
ル
か
ら
、
ト
リ
チ
ウ
ム

除
去
の
方
法
に
関
し
て
提
案
が
有
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら

色
々
と
調
べ
て
み
て
、
私
達
が
着
目
し
た
の
は
何
か
の
物
質

に
ト
リ
チ
ウ
ム
を
吸
着
さ
せ
る
と
い
う
方
法
で
す
。
そ
の
後

に
電
解
処
理
を
す
れ
ば
、
電
極
棒
に
ト
リ
チ
ウ
ム
を
含
ん
だ

廃炉が進む東京電力・福島第一原子力発電所
で2023年8月から、放射能で汚染された水
から放射性物質を取り除いた処理水を海に
放出する作業が始まった。しかし、処理水
の中には現在の技術では除去が困難なトリ
チウムが含まれており、国内外からは「放出
反対」の声も上がっている。そうした中、放
射能除染の研究開発を行う日本企業の株式
会社ガブリエルと、東京理科大学の安藤靜
敏教授、東京都立産業技術研究センターが、
共同研究を行ったトリチウムを除去する方
法を発表し、注目を浴びた。新たな手法は
処理水に対する根強い不安の声を打ち消す
ことが出来るのか、研究の成果や今後の展
望について安藤教授に話を聞いた。




